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『教
行
信
証
』
は
、正
式
に
は
、
『顕
浄
土
真
実
教
行
証
文
類
』
と
言

い
、
「教
巻
」
「行
巻
」
「信
巻
」
「証
巻
」
「真
仏
土
巻
」
「化
身
土
巻
」

の
六
巻
で
成
り
立
っ
て
い
る
。
そ
の
中
の

一
つ
で
あ
る

「証
巻
」
は
、正
式
に
は

「顕
浄
土
真
実
証
文
類
」
と
言
う
。

こ
の
題
号
は
、
「浄

土

に
往
生
す
る
こ
と
を
目
指
す
教
え
の
中
で
、
真
実
の
証

(さ
と
り
)
に
つ
い
て
顕
し
た
文
章
を
集
め
た
も
の
」
と

い
う
意
味
で
あ
る
。

　
又
、
他
の
巻
と
の
関
係
か
ら
言
え
ば
、
真
実
の
行
信
に
よ

っ
て
与
え
ら
れ
る
真
実
の
証
果
に
つ
い
て
説
か
れ
た
巻

で
あ
る
と
言
え
る
。

　
「証
」
と

い
う
文
字
は
、
「無
上
菩
提
の
因
を
証
す
」
(「行
巻
」
)
(『註
釈
版
聖
典
』

一
四
二
頁
)
の

「
証
」
に
、

「験
な
り
」
と
註
釈

さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
も
と
も
と
は

「あ
か
し

・
し
る
し
」
と
言
う
意
味
で
あ
る
。
因
が
因
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
る
の
は
、
因

が
果
に
な

っ
た
時
で
あ
る
。
種
か
ら
必
ず
し
も
芽
が
出
る
と
は
限
ら
な
い
。
種

の
ま
ま
枯
れ
る
こ
と
も
あ
る
。
種
は
種
の
ま
ま
で
は
因

で
は
な
く
、
種
が
芽
と

い
う
果
に
な

っ
た
時
、
初
め
て
種
が
因
だ
と
言
え
る
の
で
あ
る
。
よ
っ
て
、
果
は
因
の
証

(あ
か
し
)
で
あ
る
。

　
阿
弥
陀
如
来
か
ら
回
向
さ
れ
た
行
信
が
、
衆
生
を
往
生
成
仏
さ
せ
る
因
で
あ
る
と
い
う
こ
と
は
、
衆
生
が
往
生
成
仏
す
る
こ
と
に
よ

っ
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て
、
「あ
か
し
」
さ
れ
る
の
で
、
往
生
成
仏
の
果
を
証
と
言
い
、
内
容
的
に
は
、
「
さ
と
り
」
を
意
味
す
る
こ
と
に
な

る
の
で
あ
る
。

　

「証
巻
」
を
理
解
す
る
上
で
重
要
な
テ
ー

マ
と
し
て
は
、
必
至
滅
度

(現
生
正
定
聚
)
・
往
生
即
成
仏

(難
思
議
往

生
)
.
還
相
回
向

な
ど
が
挙
げ
ら
れ
る
が
、
先
ず
は
、
「証
巻
」
の
構
成
を
分
析
し
、
文
章
を
正
確
に
理
解
す
る
こ
と
か
ら
始
め
た
い
。
そ
し
て
、
「証
巻
」

に
説
か
れ
た
世
界
を
明
ら
か
に
し
て
い
き
た

い
と
思
う
。

2

1

「
証
巻
」
の
構
成

ま

ず

、

「
証

巻

」

の
構
成

は
次

の
よ

う

に
な

っ
て

い
る
。

標
挙

(必
至
滅
度
の
願
　
難
思
議
往
生
)

題
号

(顕
浄
土
真
実
証
文
類
　
四
)
・
撰
号

(愚
禿
釈
親
驚
集
)

本
文1

 

2
.

3
.

往
相
の
証
果

還
相
の
悲
用

往
還
結
釈

(1
)
真
実
の
証
を
顕
す

(2
)
引
文

(経
典
の
文

・
釈

(『論
註
』

『安
楽
集
』

『観
経
疏
』
)
の
文
)

(3
)
四
法
結
釈

(1
)
還
相
回
向
を
顕
す

(2
)
引
文

(『浄
土
論
』
・
『論
註
』

の
文
)



尾
題
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類
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「証
巻
」
の
本
文
は
、
大
き
く
二
つ
に
分
か
れ
て
い
る
。
前
半
は
、
往
相
の
証
果
、

つ
ま
り
、
浄
土
に
往
生
し
て
成
仏
す
る
と
い
う

こ
と
に
つ
い
て
明
か
し
、
後
半
は
、
還
相
の
悲
用
、
つ
ま
り
、
稼
土
に
還

っ
て
来
て
衆
生
を
救
済
す
る
と
い
う
こ
と

に
つ
い
て
明
か
し

て

い
る
。
こ
の
往
相
の
証
果
と
還
相
の
悲
用
は
、
二
つ
の
事
柄
で
は
な
く
、
往
相
の
証
果
の
内
容
が
還
相
の
悲
用
な

の
で
あ
り
、
浄
土

に
往
生
し
て
成
仏
す
る
と
い
う
こ
と
は
、
稜
土
に
還

っ
て
来
て
衆
生
を
救
済
す
る
は
た
ら
き
を
す
る
身
と
な
る
と

い
う
こ
と
な
の
で
あ

る
。

　

そ
し
て
、
何
よ
り
も
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
こ
と
は
、
浄
土
に
往
生
成
仏
す
る
こ
と
も
、
稼
土
に
還

っ
て
来
て
衆
生
救
済
す
る
こ
と
も
、

と
も
に
阿
弥
陀
如
来
の
本
願
力
に
よ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
そ
し
て
、
こ
れ
を
回
向
と
い
う
言
葉
で
顕
し
、
往
相
回
向

・
還
相
回
向

と
言
う
の
で
あ
る
。

H
.

標
挙
に

つ
い
て

　
標
挙
と
し
て
、
「必
至
滅
度

の
願
　
難
思
議
往
生
」
と
あ
る
。

　
ま
ず
、
願
名
に
つ
い
て
み
る
と
、
本
文
で
は
、
「必
至
滅
度
の
願
」
「証
大
浬
藥
の
願
」
の
二
つ
が
、
『浄
土
文
類
聚
紗
』
で
は
、
「必

至
滅
度
の
願
」
の
他
に
、
「往
相
証
果

の
願
」
「無
上
浬
桑
の
願
」
の
二
つ
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
は
皆
、
第

十

一
願
の
こ
と
で

あ

る
。
「必
至
滅
度
の
願
」
(必
ず
滅
度
に
至
ら
し
め
る
と
誓
わ
れ
た
願
)
の
滅
度
と
は
、
浬
樂

(
ニ
ル
ヴ
ァ
ー
ナ

"
煩
悩

の
火
が
吹
き

消
さ
れ
た
静
か
な
状
態
)
の
意
訳
語
で
あ
り
、
煩
悩
の
消
滅
と
、
彼
岸
に
渡
る
こ
と
を
合
わ
せ
て
滅
度
と
言
う
。
小
乗
仏
教
の
浬
藥
は
、
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自
利
中
心
の
静
的
な
浬
桑

で
あ
り
、讐
え
れ
ば
コ
マ
が
止
ま

っ
て
い
る
よ
う
な
静
け
さ
で
あ
る
。
そ
れ
に
対
し
て
、大
乗
仏
教
の
浬
葉
は
、

自
利
利
他
円
満
の
動
的
な
浬
禦
で
あ
り
、
讐
え
れ
ば
コ
マ
が
猛
烈
に
回

っ
て
い
る
よ
う
な
静
け
さ
で
あ
る
。
「
証
巻

」
に
お
け
る
浬
桑

と
は
、
当
然
、
小
乗
仏
教
の
浬
薬
で
は
な
く
大
乗
仏
教
の
浬
桑
、
つ
ま
り
自
利
利
他
円
満
の
最
高

の
浬
葉

(大
浬
葉

・
無
上
浬
葉
)
で

あ
る
。
よ
っ
て
、
「証
大
浬
葉
の
願
」
「無
上
浬
樂
の
願
」
と
言
う

の
で
あ
る
。
ま
た
、
そ
れ
が
、
自
力

の
修
行
に
よ

っ
て
獲
得
し
た
悟

り
で
は
な
く
、
阿
弥
陀
如
来
の
本
願
力
回
向
に
よ

っ
て
、
浄
土
に
往
生

(往
相
)
し
て
獲
得
し
た
証
果
で
あ
る
の
で
、
「往
相
証
果
の
願
」

と
言
う
の
で
あ
る
。

　

ち
な
み
に
、
「必
至
滅
度
の
願
」
は
魏
訳
の

『大
経
』
の
第
十

一
願
文

(「必
至
滅
度
者
　
不
取
正
覚
」)
か
ら
、
「証
大
浬
藥
の
願
」

は
唐
訳

『如
来
会
』

の
第
十

一
願
文

(「証
大
浬
藥
者

不
取
菩
提
」)
か
ら
取

っ
た
名

(文
名
)
で
あ
り
、
「往
相
証
果
の
願
」
と

「無

上
浬
葉
の
願
」
は
、
法
義
か
ら
立
て
ら
れ
て
名

(義
名
)
で
あ
る
。

　
第
十

一
願
に
は
、
「た
と
ひ
わ
れ
仏
を
得
た
ら
ん
に
、
国
の
う
ち
の
人

・
天
、
定
聚
に
住
し
、
か
な
ら
ず
滅
度
に
至
ら
ず
は
、
正
覚

を
取
ら
じ
」
と
誓
わ
れ
て
い
る
が
、
普
通
に
読
め
ば
、
浄
土
に
生
ま
れ
た
者
を
、
正
定
聚

(必
ず
仏
に
成
る
こ
と
が
決
定
し
て
い
る
な

　
　え
　　

か
ま
)
と
い
う
位
に
つ
け
し
め
、
必
ず
仏
に
成
ら
し
め
る
と
誓
わ
れ
て
い
る
と
し
か
理
解
で
き
な
い
。
し
か
し
親
鶯
は
、
正
定
聚
に
住

す

る
こ
と
を
、信
心
の
利
益
・現
生
の
利
益
と
し
て
い
る
。
こ
の
こ
と
は
、
「信
巻
」
「現
生
十
益
」
の
十
番
目
に
、
「入
正
定
聚
の
益
」
(『註

釈
版
聖
典
』

二
五

一
頁
)
が
説
か
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
明
ら
か
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
親
鷲
は
、
第
十

一
願
に
は
、
現
生
の
利
益
と
し

て
の
正
定
聚

(不
退
転
)
と
、
当
来
の
利
益
と
し
て
の
滅
度

(成
仏
)
の
、
現
当
二
益
が
誓
わ
れ
て
い
る
と
捉
え
て

い
る
の
で
あ
る
。

　
第
十

一
願
が
、
現
生
の
利
益
と
し
て
、
信
心
を
得
た
時
、
正
定
聚
に
住
す
る
こ
と
が
誓
わ
れ
て
い
る
願
で
あ
る
と
捉
え
て
い
る
こ
と

は
、
『如
来
二
種
回
向
文
』
に
、

「
こ
の
必
至
滅
度
の
大
願
を
お
こ
し
た
ま
ひ
て
、
こ
の
真
実
信
楽
を
え
た
ら
ん
人
は
、
す
な
は
ち
正
定
聚
の
位
に
住

せ
し
め
ん
と
誓
ひ
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た
ま

へ
り
。
」
(『註
釈
版
聖
典
』
七
二
二
頁
)

と
あ
り
、
『
一
念
多
念
証
文
』
に

「
か
く
の
ご
と
く
法
蔵
菩
薩
誓
ひ
た
ま

へ
る
を
、
釈
迦
如
来
、
五
濁
の
わ
れ
ら
が
た
め
に
説
き
た
ま

へ
る
文
の
こ
こ
ろ
は
、
「
そ
れ
衆

生
あ

つ
て
、
か
の
国
に
生
ま
れ
ん
と
す
る
も
の

(生
ま
れ
よ
う
と
す
る
も
の
)
は
、
み
な
こ
と
ご
と
く
正
定
聚
に
住
す
。
ゆ
ゑ
は
い
か

ん
と
な
れ
ば
、
か
の
仏
国
の
う
ち
に
は
、
も
ろ
も
ろ
の
邪
聚
お
よ
び
不
定
聚
は
な
け
れ
ば
な
り
」
と
の
た
ま

へ
り
。
」
(『註
釈
版
聖
典
』

六
七
九
～
六
八
〇
頁
)

と
あ
る
こ
と
よ
り
わ
か
る
。

　

ま
た
、
第
十

一
願
が
、
当
来
の
利
益
と
し
て
、
大
浬
葉

(成
仏
)
を
得
る
こ
と
を
誓

っ
た
願
で
あ
る
と
捉
え
て
い
る
こ
と
は
、
『尊

号
真
像
銘
文
』
に
、

「「証
大
浬
桑
」
と
申
す
は
、
必
至
滅
度

の
願

(第
十

一
願
)
成
就
の
ゆ
ゑ
に
か
な
ら
ず
大
般
浬
禦
を
さ
と
る
と
し

る
べ
し
。
「滅
度
」

と
申
す
は
大
浬
薬
な
り
。」

(『註
釈
版
聖
典
』
六
七

一
頁
)

と
あ
る
こ
と
よ
り
わ
か
る
。

　

以
上
、
親
鶯
は
、
第
十

一
願
に
は
、
現
生
に
お
い
て
正
定
聚
に
住
す
る
こ
と
と
、
浄
土
に
往
生
し
て
浬
葉
を
得
る
と

い
う
二
つ
の
こ

と
が
誓
わ
れ
て
い
る
と
し
た
が
、
「必
至
滅
度
の
願
」
と
標
挙
に
あ
る
よ
う
に
、
「
証
巻
」
に
お
い
て
は
、
浄
土
に
往
生
し
て
浬
葉
を
得

る
と
い
う
こ
と
が
中
心
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
、
現
生
に
お

い
て
正
定
聚
に
住
す
る
と

い
う
こ
と
は
、
厳
密
に
言
う
と
、
証
で
は
な
く
利

益

で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
真
実
の
証
と
は
、
浄
土
往
生
後

(当
来
)
に
浬
桑
の
さ
と
り
を
得
る
こ
と
で
あ
る
。
ち
な

み
に
、
現
生
の
利

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　　　
　

益
と
し
て
の
正
定
聚
に
つ
い
て
は
、
「信
巻
」
(現
生
十
益
)
に
お
い
て
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
。

　
次
に
、
「必
至
滅
度

の
願
」
に
対
応
し
て
、
「難
思
議
往
生
」
と
標
挙
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
の
難
思
議
往
生

の
語
は
、
善
導
の

『法
事
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讃
』

の

「難
思
議
往
生
楽
、
双
樹
林
下
往
生
楽

難
思
往
生
楽
」
(『註
釈
版
聖
典
七
祖
篇
』
五

一
四
頁
)
に
よ
っ
た
も
の
だ
と
思
わ
れ

る
。
善
導
に
お
い
て
は
、
こ
の
三
種

の
往
生
楽
は
同

一
の
内
容
を
表
す
も
の
で
あ

っ
た
が
、
親
驚
は
そ
れ
を
転
用
し
、
別
の
意
味
で
使

っ

て

い
る
。
『愚
禿
紗
』
に
、

コ

に
は
、
難
思
議
往
生
は
、
[
『大
経
』

の
宗
な
り
。]

　

二
に
は
、
双
樹
林
下
往
生
は
、
[
『観
経
』

の
宗
な
り
。]

　

三
に
は
、
難
思
往
生
は
、
」
『弥
陀
経
』
の
宗
な
り
。]
」
(『註
釈
版
聖
典
』
五
〇
五
頁
)

と
あ
り
、
『三
経
往
生
文
類
』
に
は
、

「
大
経
往
生
と
い
ふ
は
、
如
来
選
択
の
本
願
、
不
可
思
議

の
願
海
、
こ
れ
を
他
力
と
申
す
な
り
。
こ
れ
す
な
は
ち
念
仏
往
生
の
願
因
に

よ
り
て
、
必
至
滅
度
の
願
果
を
う
る
な
り
。
現
生
に
正
定
聚
の
位
に
住
し
て
、
か
な
ら
ず
真
実
報
土
に
至
る
。
こ
れ
は
阿
弥
陀
如
来
の

往
相
回
向
の
真
因
な
る
が
ゆ
ゑ
に
、
無
上
浬
葉
の
さ
と
り
を
ひ
ら
く
。
こ
れ
を

『大
経
』

の
宗
致
と
す
。
こ
の
ゆ
ゑ
に
大
経
往
生
と
申

す
、
ま
た
難
思
議
往
生
と
申
す
な
り
。」
(
『註
釈
版
聖
典
』
六
二
五
頁
)

「
観
経
往
生
と
い
ふ
は
、
修
諸
功
徳
の
願

(第
十
九
願
)
に
よ
り
、
至
心
発
願
の
ち
か
ひ
に
い
り
て
、
万
善
諸
行
の
自
善
を
回
向
し
て
、

浄
土
を
欣
慕
せ
し
む
る
な
り
。
」
(『註
釈
版
聖
典
』
六
三
〇
～
六
三

一
頁
)

「
弥
陀
経
往
生
と
い
ふ
は
、
植
諸
徳
本
の
誓
願

(第
二
十
願
)
に
よ
り
て
不
果
遂
者
の
真
門
に
い
り
、
善
本
徳
本
の
名
号
を
選
び
て
万

善
諸
行
の
少
善
を
さ
し
お
く
。
し
か
り
と
い
へ
ど
も
定
散
自
力

の
行
人
は
、
不
可
思
議
の
仏
智
を
疑
惑
し
て
信
受
せ
ず
。
如
来

の
尊
号

を

お
の
れ
が
善
根
と
し
て
、
み
つ
か
ら
浄
土
に
回
向
し
て
果
遂

の
ち
か
ひ
を
た
の
む
。
不
可
思
議

の
名
号
を
称
念
し
な
が
ら
、
不
可
称

不
可
説
不
可
思
議

の
大
悲
の
誓
願
を
疑
ふ
。
」
(『註
釈
版
聖
典
』
六
三
五
頁
)

と
あ
る
。
こ
れ
ら
に
よ
る
と
、
『大
経
』
に
説
か
れ
る
他
力
念
仏
に
よ
る
往
生
の
こ
と
を
難
思
議
往
生
と
言
い
、
『観
経
』
に
説
か
れ
る
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諸
行
に
よ
る
往
生
の
こ
と
を
双
樹
林
下
往
生
と
言

い
、
『小
経
』
に
説
か
れ
る
自
力
念
仏
に
よ
る
往
生
の
こ
と
を
難
思
往
生
と
言
う
の

で
あ
る
。

　

難
思
議
往
生
に
つ
い
て
も
う
少
し
詳
し
く
言
え
ば
、
不
可
思
議
な
る
阿
弥
陀
如
来
の
本
願
他
力
に
よ

っ
て
回
向
さ
れ
た
行
信
を
因
と

し

て
、
現
生
で
は
正
定
聚
に
住
し
、
当
来
に
は
必
ず
真
実
報
土
に
往
生
し
て
、
無
上
浬
葉
の
さ
と
り
と
い
う
果
を
得

る
。
こ
の
よ
う
な

往
生
を
大
経
往
生
ま
た
は
難
思
議
往
生
と
言
う
の
で
あ
る
。

『教行信証』の研究　一 「証巻」を中心として一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
皿
.
本
文

の
概
要

1
.
往
相
の
証
果

(1
)
真
実
の
証
を
顕
す

　

つ
つ
し
ん
で
真
実
の
証
を
顕
さ
ば
、
す
な
は
ち
こ
れ
利
他
円
満
の
妙
位
、
無
上
浬
桑

の
極
果
な
り
。
す
な
は
ち
こ
れ
必
至
滅
度

の
願

(第
十

一
願
)
よ
り
出

で
た
り
。
ま
た
証
大
浬
樂
の
願
と
名
つ
く
る
な
り
。
し
か
る
に
煩
悩
成
就
の
凡
夫
、
生
死
罪
濁
の
群

萌
、
往
相
回
向
の
心
行
を
獲
れ
ば
、
即
の
と
き
に
大
乗
正
定
聚
の
数
に
入
る
な
り
。
正
定
聚
に
住
す
る
が
ゆ
ゑ
に
、
か
な
ら
ず
滅

度
に
至
る
。
か
な
ら
ず
滅
度
に
至
る
は
す
な
は
ち
こ
れ
常
楽
な
り
。
常
楽
は
す
な
は
ち
こ
れ
畢
寛
寂
滅
な
り
。
寂
滅
は
す
な
は
ち

こ
れ
無
上
浬
薬
な
り
。
無
上
浬
葉
は
す
な
は
ち
こ
れ
無
為
法
身
な
り
。
無
為
法
身
は
す
な
は
ち
こ
れ
実
相
な
り
。
実
相
は
す
な
は

ち
こ
れ
法
性
な
り
。
法
性
は
す
な
は
ち
こ
れ
真
如
な
り
。
真
如
は
す
な
は
ち
こ
れ

一
如
な
り
。
し
か
れ
ば
弥
陀
如
来
は
如
よ
り
来

生
し
て
、
報

・
応

・
化
、
種
々
の
身
を
示
し
現
じ
た
ま
ふ
な
り
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
(『註
釈
版
聖
典
』
三
〇
七
頁
)
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「証
巻
」
本
文

の
最
初
に
、

「
つ
つ
し
ん
で
真
実
の
証
を
顕
さ
ば
、
す
な
は
ち
こ
れ
利
他
円
満
の
妙
位
、
無
上
浬
藥
の
極
果
な
り
。」

と
あ
る
。
「利
他
円
満
の
妙
位
」
の
利
他
と
は
、
阿
弥
陀
如
来
の
利
他
力
、
す
な
わ
ち
他
力

の
こ
と
で
あ
る
。
「証
巻
」
の
最
後
に
、

「
宗
師
(曇
鶯
)
は
大
悲
往
還
の
回
向
を
顕
示
し
て
、ね
ん
ご
ろ
に
他
利
利
他
の
深
義
を
弘
宣
し
た
ま
へ
り
。
」
(『註
釈
版
聖
典
』
三
三
五
頁
)

と
あ
り
、
他
利
利
他
の
深
義
と
は
、
「行
巻
」
「他
力
釈
」
の

『論
註
』

の
引
文
に
、

「
他
利
と
利
他
と
、
談
ず
る
に
左
右
あ
り
。
も
し
仏
よ
り
し
て
い
は
ば
、
よ
ろ
し
く
利
他
と

い
ふ
べ
し
。
衆
生
よ
り
し
て
い
は
ば
、

よ
ろ
し
く
他
利
と

い
ふ
べ
し
。
い
ま
ま
さ
に
仏
力
を
談
ぜ
ん
と
す
、
こ
の
ゆ
ゑ
に
利
他
を
も

つ
て
こ
れ
を

い
ふ
。
」

(『註
釈
版
聖
典
』

一
九
二
頁
)

と
あ
る
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
る
と
、
利
他
と
は
、
仏
か
ら
言

っ
た
言
葉
で
あ
り
、
「仏
が
他

(衆
生
)
を
利
す
る
」、
つ
ま
り
、
如

来

の
本
願
力

(他
力
)
の
こ
と
と
な
る
。

　

よ

っ
て
、
「利
他
円
満
の
妙
位
」
と
は
、
阿
弥
陀
如
来
の
本
願
力
に
よ

っ
て
与
え
ら
れ
た
功
徳
の
欠
け
め
の
な

い
優
れ
た
仏

の
位

の

こ
と
、
「無
上
浬
葉
の
極
果
」
と
は
、
最
高
の
浬
樂
で
あ
る
究
極
の
仏
果
の
こ
と
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
自
利
利
他
円
満

の
浬
樂
、
す
な

わ
ち
、
「智
慧
あ
る
が
故
に
生
死
に
住
せ
ず

慈
悲
あ
る
が
故
に
浬
藥
に
住
せ
ず
」
と
言
わ
れ
る
無
住
処
浬
樂

の
こ
と

で
あ
る
。

　

以
上
を
確
定
し
た
上
で
、
「利
他
円
満
の
妙
意
」
の
利
他
に
つ
い
て

一
言
付
け
加
え
る
と
、
他
力
の
こ
と
で
あ
り
な
が
ら
、
そ
の
内

実
と
し
て
、
往
生
人
が
稼
土
に
還

っ
て
来
て
他

(衆
生
)
を
利
す
る
、
と

い
う
自
利
に
対
す
る

「利
他
」
の
意
味
も
含
ま
れ
る
と
言

っ

て
も
よ

い
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
そ
れ
は
、
他
力
に
よ

っ
て
与
え
ら
れ
た
最
も
優
れ
た
境
地
が
、
自
利
利
他
円
満

の
浬
藥

(無
上
浬

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　　
ヨ　

葉
)
で
あ
る
と
い
う
こ
と
と
、
そ
れ
を
明
か
す
還
相
回
向
の
釈
が

「
証
巻
」
の
多
く
を
占
め
る
と

い
う
こ
と
か
ら
窺
え
る
。

　

つ
ま
り
、
親
鶯
は
、
真
実
の
証
と
は
、
自
力
で
完
成
す
る
悟
り
で
は
な
く
、
阿
弥
陀
如
来
よ
り
回
向
さ
れ
た
最
高

の
悟
り
で
あ
り
、
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『教行信証』の研究　一 「証巻」を中心として一

そ
れ
は
、
自
利
利
他
円
満
の
境
地
で
あ
る
こ
と
を
顕
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
次
の

「す
な
は
ち
こ
れ
必
至
滅
度

の
願

(第
十

一
願
)
よ
り
出
で
た
り
。
ま
た
証
大
浬
繋
の
願
と
名
つ
く
る
な
り
。
」

の
文
も
、
真
実
の
証
と
は
、
自
力

で
完
成
す
る
悟
り
で
は
な
く
、
如
来
よ
り
回
向
さ
れ
た
最
高

の
仏
果
で
あ
り
、
具
体
的
に
は
、
第

十

一
願
に
よ
る
こ
と
を
顕
す
の
で
あ
る
。
続
い
て
、

「
し
か
る
に
煩
悩
成
就
の
凡
夫
、
生
死
罪
濁
の
群
萌
、
往
相
回
向
の
心
行
を
獲
れ
ば
、
即
の
と
き
に
大
乗
正
定
聚

の
数
に
入
る
な
り
。

正
定
聚
に
住
す
る
が
ゆ
ゑ
に
、
か
な
ら
ず
滅
度
に
至
る
。
」

と
、
煩
悩
成
就
の
凡
夫
が
、
如
来
回
向
の
信
心
と
念
仏
に
よ

っ
て
、
即
座
に
大
乗
正
定
聚
の
数
に
入
り
、
必
ず
滅
度

に
至
る
こ
と
を
明

か
す
。
大
乗
正
定
聚
と
は
、
必
ず
仏
果
を
得
る
仲
間
と
い
う
こ
と
で
あ
る
が
、
そ
の
仏
果
と
は
、
仏
に
成

っ
て
終
わ
り
で
は
な
く
、
利

他

の
は
た
ら
き
を
す
る
大
乗
の
浬
藥
で
あ
る
。
さ
ら
に
、

「
か
な
ら
ず
滅
度
に
至
る
は
す
な
は
ち
こ
れ
常
楽
な
り
。
常
楽
は
す
な
は
ち
こ
れ
畢
寛
寂
滅
な
り
。
寂
滅
は
す
な
は
ち
こ
れ
無
上
浬
樂

な
り
。
無
上
浬
葉
は
す
な
は
ち
こ
れ
無
為
法
身
な
り
。
無
為
法
身
は
す
な
は
ち
こ
れ
実
相
な
り
。
実
相
は
す
な
は
ち

こ
れ
法
性
な
り
。

法
性
は
す
な
は
ち
こ
れ
真
如
な
り
。
真
如
は
す
な
は
ち
こ
れ

一
如
な
り
。」

と
、
そ
の
境
地
を
、
滅
度

・
常
楽

・
畢
寛
寂
滅

・
無
上
浬
桑

・
無
為
法
身

・
実
相

・
法
性

・
真
如

・
一
如
と

い
っ
た
言
葉
で
表
現
し
、

「し
か
れ
ば
弥
陀
如
来
は
如
よ
り
来
生
し
て
、
報

・
応

・
化
、
種
々
の
身
を
示
し
現
じ
た
ま
ふ
な
り
」

と
、
阿
弥
陀
如
来
の

一
如
よ
り
の
示
現
を
述
べ
て
い
る
。

　

こ
の
文
章
は
、

一
見
唐
突
に
見
え
る
。
「し
か
れ
ば
」
と

い
う
接
続
詞
は
、
「
そ
う
で
あ
る
な
ら
」
と
い
う
意
味

で
、
「証
と
は
、
真

如
と
か

一
如
で
あ
ら
わ
せ
る
な
ら
ば
」
と
い
う
意
味
と
な
る
。

つ
ま
り
、
浄
土
に
往
生
す
る
と

い
う
こ
と
は
、
阿
弥
陀
如
来
が
そ
こ
か

ら
顕
現
し
て
く
る
よ
う
な

一
如

(真
如
)
に
到
達
す
る
こ
と
で
あ
る
と
い
う
こ
と
を
表
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
次
の
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四

つ
が
明
ら
か
と
な
る
。

①
往
生
即
成
仏

　

従
来
の
理
解
で
は
、
往
生
と
は
、
浄
土
と
い
う
修
行
す
る
の
に
環
境
の
よ
い
場
所
に
往
き
生
ま
れ
る
こ
と
で
あ

っ
て
、
浄
土
に
往
生

し
た
後
、
修
行
し
て
成
仏
す
る
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
親
驚
は
、
浄
土
を
修
行
の
場
で
は
な
く
、
弥
陀
が
そ
こ
か
ら
顕
現
し
て
く
る
よ

う
な

一
如

の
さ
と
り
そ
の
も
の
で
あ
る
と
捉
え
て
い
る
。
往
生
と
は
、
そ
の
よ
う
な

一
如
に
到
達
す
る
こ
と
で
あ
る

の
で
、
即
座
に
さ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　　
る
　

と
り
の
境
地
に
入
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
こ
こ
に
往
生
即
成
仏
が
明
ら
か
と
な
る
。

　
　
　
　
　
　
　

　　
　
　

②
弥
陀
同
体
の
さ
と
り

　
往
生
人
の
証
が
、
弥
陀
が
そ
こ
か
ら
顕
現
し
て
く
る
よ
う
な

一
如
の
さ
と
り
で
あ
る
と

い
う
こ
と
は
、
弥
陀
同
体

の
さ
と
り
を
め
ぐ

ま
れ
る
と

い
う
こ
と
で
あ
る
。

③

還
相

の
は
た
ら
き
が
含
ま
れ
る

　
往
生
人
の
証
が
、
弥
陀
同
体
の
さ
と
り
で
あ
る
な
ら
ば
、
当
然
、
往
生
人
も
弥
陀
と
同
じ
く
如
よ
り
来
生
し
、
還
相
摂
化
の
は
た
ら

き
を
す
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

④
弥
陀
の
回
向
に
よ
る
証

　
弥
陀
が
如
よ
り
来
生
し
、
種

々
の
身
を
示
し
て
下
さ
る
と
い
う
こ
と
は
、
先
述
の
よ
う
な
証
を
得
る
の
は
、
弥
陀

の
は
た
ら
き
に
よ

る
と

い
う
こ
と
を
表
す
も

の
で
も
あ
る
。

　

以
上
、
『教
行
信
証
』

で
は
、
結
論
を
最
初
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
多

い
が
、
こ
こ
で
も
、
最
初

の
御
自
釈

で
、
真
実

の
証
と

は
何
か
と
い
う

こ
と
を
明
確
に
示
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
そ
の
内
容
を
証
明
す
る
た
め
に
、
以
下
の
経

・
論

・
釈
の
引
文
が
あ
る
の
で

あ

る
。
ま
た
、
前
半
で
述
べ
ら
れ
て
い
る
証
の
内
容
は
、
必
然
的
に
、
後
半
の
還
相
回
向

の
釈

へ
と
展
開
す
る
の
で
あ
る
。
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(2
)
引
文

(経
典
の
文

・
釈

(『論
註
』
『安
楽
集
』
『観
経
疏
』)
の
文
)

『教行信証』の研究　一 「証巻」を中心として一

　
続
い
て
経
の
引
文
で
あ
る
。
『大
経
』
第
十

一
願
文

(①
)
・
『如
来
会
』
第
十

一
願
文

(②
)
・
『大
経
』
第
十

一
願
成
就
文

(③
)
・
『大

経
』
春
属
荘
厳
の
文

(④
)
・
『如
来
会
』
第
十

一
願
成
就
文

(⑤
)
の
五
文
で
あ
る
。

　

『大
経
』
第
十

一
願
文

(①
)
・
『如
来
会
』
第
十

一
願
文

(②
)
・
『大
経
』
第
十

一
願
成
就
文

(③
)
は
、
と
も
に
、
「国
中
の
人
天
」

「国
中
の
有
情
」
「か
の
国
に
生
る
れ
ば
」
と
、
浄
土
に
往
生
し
た
者
が
正
定
聚
に
住
す
と
示
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
親
驚
は
、
『如

来
会
』
成
就
文

(⑤
)
の

「も
し
ま
さ
に
生
ま
れ
ん
者
」
に
注
目
し
、
現
生
で
正
定
聚
に
住
す
と
受
け
取

っ
た
。
ま
た
そ
れ
は
、
コ

念
多
念
証
文
』
に

『大
経
』
第
十

一
願
成
就
文

(③
)
を
取
り
上
げ
、
「か
の
国
に
生
ま
れ
ん
と
す
る
も
の

(生
ま
れ
よ
う
と
す
る
も
の
)

は
」
(『註
釈
版
聖
典
』
六
八
〇
頁
)
と
解
釈
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
明
ら
か
な
こ
と
は
、
す
で
に
第
十

一
願
の
考
察

の
と
こ
ろ
で
述

べ
た
通
り
で
あ
る
。
よ
っ
て
、
経
の
引
用
意
図
は
、
当
来

の
必
至
滅
度

(必
ず
滅
度
に
至
る
)
が
、
本
願
力

(具
体
的
に
は
に
第
十

一

願
)
よ
る
こ
と
を
顕
か
に
す
る
為

で
あ
る
。

　
尚
、
経
文
の
中
に
、
浄
土
に
声
聞

・
菩
薩

・
天

・
人
等
が
存
在
す
る
と
あ
る
の
は
、
『大
経
』
春
属
荘
厳
の
文

(④
)
に
、
「た
だ
、

余
方
に
因
順
す
る
が
ゆ
ゑ
に
、
人
・天
の
名
あ
り
」

(『註
釈
版
聖
典
』
三
〇
八
頁
)
と
あ
る
よ
う
に
、
こ
れ
ら
は
、
他

の
世
界
に
な
ら

っ

て
、
も
と
も
と
の
名
前
で
書
か
れ
て
い
る
だ
け
で
あ
り
、
そ
の
実
は
、
そ
の
内
徳
に
お
い
て
、
す
で
に
無
上
浬
藥
を
証
し
て
い
る
も
の

な

の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
内
に
仏
の
さ
と
り
を
開

い
て
い
な
が
ら
、
外
に
菩
薩
等
の
姿
を
あ
ら
わ
し
て
い
る
こ
と
を
、
広
門
示
現

の
相
と
言
う
。
故
に
、
「
こ
と
ご
と
く
同
じ
く

一
類
に
し
て
、
形
異
状
な
し
。
」
と
か

「
み
な
自
然
虚
無
の
身
、
無
極

の
体
を
受
け
た
る

な
り
」
(『註
釈
版
聖
典
』
三
〇
入
頁
)
と
言
え
る
の
で
あ
る
。

　
次
は
、
釈
の
引
文
で
あ
る
。
曇
鶯

『論
註
』
(①
②
③
)
・
道
緯

『安
楽
集
』

(④
)
・
善
導

『観
経
疏
』
(⑤
⑥
)
の
六
文
で
あ
る
。
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先
ず
、
曇
驚

『論
註
』
(①
)
は
、
国
土
荘
厳
の
第
十

一

「妙
声
功
徳
」
(A
)
、
第
十
二

「主
功
徳
」
(B
)
、
第
十
三

「春
属
功
徳
」

(C
)
の
三
文
を
連
引
し
て
い
る
。

　

「妙
声
功
徳
」
の
文

(A
)
は
、名
号
の
は
た
ら
き

(国
土
の
名
字
)
に
よ

っ
て
、現
生
で
正
定
聚
に
入
る
こ
と
を
明
か
す
も
の
で
あ
る
。

通
常
は

「剋
念
し
て
生
ぜ
ん
と
願
ず
れ
ば
、
ま
た
往
生
を
得
て
、
す
な
は
ち
正
定
聚
に
入
る
」
と
読
み
、
往
生
後
の
入
正
定
聚
を
語
る

と

こ
ろ
を
、
親
鶯
は

「剋
念
し
て
生
ぜ
ん
と
願
ぜ
ん
も

の
と
、
ま
た
往
生
を
得
る
も
の
と
は
、
す
な
は
ち
正
定
聚
に
入
る
」
と
読
み
、

「
剋
念
し
て
生
ぜ
ん
と
願
ぜ
ん
者

(此
土
)
」
と

「往
生
を
得
る
者

(彼
土
)
」
と
の
二
種
類
の
正
定
聚
が
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
コ

念
多
念
証
文
』
に
は
、

「
こ
の
文
の
こ
こ
ろ
は
、
「も
し
ひ
と
、
ひ
と

へ
に
か
の
国
の
清
浄
安
楽
な
る
を
聞
き
て
、
剋
念
し
て
生
れ
ん
と
願

ふ
ひ
と
と
、
ま
た

す

で
に
往
生
を
得
た
る
ひ
と
も
、
す
な
は
ち
正
定
聚
に
入
る
な
り
。
こ
れ
は
こ
れ
、
か
の
国
の
名
字
を
聞
く
に
さ
だ
め
て
仏
事
を
な
す
。

い
つ
く
ん
ぞ
思
議
す
べ
き
や
」
と
の
た
ま

へ
る
な
り
。
安
楽
浄
土
の
不
可
称
不
可
説
不
可
思
議

の
徳
を
も
と
め
ず
、
し
ら
ざ
る
に
、
信

ず

る
人
に
得
し
む
と
し
る
べ
し
と
な
り
。
」
(『註
釈
版
聖
典
』
六
八

一
頁
)

と
あ
る
。
親
驚
は
、
信

一
念
に
現
生
で
正
定
聚
に
入
る
と
捉
え
る
の
を
基
本
と
す
る
が
、
彼
土
の
正
定
聚
を
語
る
こ
と
も
あ
る
。
こ
の

場
合
は
、
正
定
即
滅
度
で
あ
り
、
従
果
降
因
の
相
を
示
す
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
を
、
広
門
示
現
の
相
と
呼
ん
で
い
る
。

　
「主
功
徳
」
の
文

(B
)
は
、浄
土
は
、阿
弥
陀
如
来
に
よ
っ
て
善
く
住
持
さ
れ
て
い
る
世
界
で
あ
る
の
で
、
そ
こ
に
往
生
し
た
も
の
は
、

還
相
摂
化
が
可
能
な
こ
と
を
示
さ
れ
て
い
る
。
ひ
と
た
び
浄
土
に
往
生
し
た
な
ら
ば
、
迷

い
の
世
界
に
戻

っ
て
衆
生
を
教
化
し
た
い
と

願

い
、
迷
い
の
世
界
の
火
の
中
に
生
ま
れ
て
も
、
こ
の
上
な
い
さ
と
り
の
種
は
決
し
て
朽
ち
る
こ
と
は
な
い
と
、
不
朽
薬
の
讐
え
を
も

っ

て
、
顕
さ
れ
て
い
る
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

・

　
「春
属
功
徳
」

の
文

(C
)
は
、
念
仏
者
は
、
念
仏
と

い
う
共
通

の
因
に
よ

っ
て
、
正
覚
浄
華
よ
り
化
生

(浄
土
に
往
生
)
す
る
と

12
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い
う
共
通
の
果
を
得
る
こ
と
を
明
か
す
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、
念
仏
す
る
も
の
は
、
共
通
の
親
を
持

つ
、
す
な
わ
ち
弥
陀

の
春
属
で
あ

る
と
い
う
こ
と
か
ら
、
「
四
海
の
う
ち
み
な
兄
弟
と
す
る
な
り
。」
と
示
さ
れ
て
い
る
。

　

『論
註
』
「大
義
門
功
徳
」
の
文

(②
)
は
、
娑
婆
世
界
で
は
、
衆
生
に
差
別
は
あ
る
が
、
浄
土
に
往
生
す
れ
ば
、
全
く
同

一
の
仏
果

を
得
る
こ
と
を
明
か
す
も
の
で
あ
る
。
先
程
の

「春
属
功
徳
」
の
文
と
あ
わ
せ
れ
ば
、
同

一
に
念
仏
し
て
浄
土
に
往
生
す
る
も
の
は
、

同

一
の
仏
果
を
得
る
こ
と
を
明
か
す
も
の
で
あ
る
と
受
け
取
れ
る
。
親
驚
が
そ
の
よ
う
に
考
え
て
い
た
こ
と
は
、
『入
出
二
門
偶
』
に
、

「如
来
浄
華
の
も
ろ
も
ろ
の
聖
衆
は
、
法
蔵
正
覚
の
華
よ
り
化
生
す
。
諸
機
は
本
す
な
は
ち
三
三
の
品
な
れ
ど
も
、

い
ま
は

一
二
の
殊

異
な
し
。
同

一
に
念
仏
し
て
別
の
道
な
け
れ
ば
な
り
、な
ほ
溝
滝
の

一
味
な
る
が
ご
と
く
な
り
。」
(『註
釈
版
聖
典
』
五
四
五
～
五
四
六
頁
)

と
、
「春
属
功
徳
」
の
引
文
と

「大
義
門
功
徳
」
の
引
文
を
あ
わ
せ
た
よ
う
な
文
が
あ
る
こ
と
か
ら
明
ら
か
で
あ
る
。

　

『論
註
』
「清
浄
功
徳
」
の
文

(③
)
は
、煩
悩
成
就
の
凡
夫
が
、
往
相
回
向

の
心
行
に
よ
っ
て
、
煩
悩
具
足
の
ま
ま

で
浄
土
に
往
生
し
、

浬
葉
の
仏
果
を
得
る
と
い
う
こ
と
明
か
す
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
を

「煩
悩
を
断
ぜ
ず
し
て
浬
藥
分
を
得
」
と
い
う
言
葉

で
示
し
て
い
る
。

浬
藥
分
の
分
と
は
、
分
満
の
分
で
浬
葉
の

一
分
を
意
味
す
る
場
合
と
、
分
斉

(区
別
す
る
)
の
義
で
、
迷
い
の
境
界
と
区
別
さ
れ
た
さ

と
り
の
境
界
、
つ
ま
り
、
浬
葉
の
さ
と
り
全
分
を
意
味
す
る
場
合
の
二
義
が
あ
る
が
、
今
は
、
後
者
の
意
味
で
あ
る
。

　
道
緯

『安
楽
集
』

の
文

(④
)
で
は
、
前
半
で
、
釈
迦
が
己
の
能
力
を
述
べ
ず
、
弥
陀
の
す
ぐ
れ
て
い
る
こ
と
を
述

べ
て
い
る
の
は
、

衆
生
を
弥
陀
に
帰
せ
し
め
る
為
で
あ
る
と
い
う
こ
と
を
明
か
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
後
半
で
曇
驚
の

『讃
阿
弥
陀
仏
偶
』
を
引
用
し
、

浄
土
に
声
聞

・
菩
薩

・
人

・
天
な
ど
、
他
方
に
順
じ
て
そ
の
名
を
列
ね
る
が
、
み
な
虚
無
の
身

・
無
極

の
体
で
あ
り
、
全
く
同

一
の
証

を
開
き
、
仏
果
を
得
る
も
の
で
あ
る
こ
と
を
明
か
し
て
い
る
。

善
導

『観
経
疏
』
「玄
義
分
」
の
文

(⑤
)
は
、

=

切
善
悪
の
凡
夫
、
生
ず
る
こ
と
を
得
る
は
、
み
な
阿
弥
陀
仏
の
大
願
業
力
に
乗
じ
て
増
上
縁
と
せ
ざ
る
こ
と
な
し
と
な
り
。」
(『註
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釈
版
聖
典
』
三

一
一
頁
)

と
、

一
切
善
悪
の
凡
夫
が
、
浄
土
に
往
生
す
る
の
は
、
阿
弥
陀
如
来
の
願
力
に
よ
る
も

の
で
あ
る
こ
と
を
示
す
も
の
で
あ
る
。

一
切
の

凡
夫
が
浄
土
に
往
生
す
る
の
は
、
弘
願
、
す
な
わ
ち
第
十
八
願
に
よ

っ
て
で
あ
る
が
、
「法
性

の
常
楽
を
証
す
べ
し
。」
と
、
こ
こ
で
は
、

必
至
滅
度

の
願
意
を
顕
し
た
も
の
で
あ
る
と
言
え
よ
う
。

　

『観
経
疏
』
「定
善
義
」
の
文

(⑥
)
は
、
真
実
の
証
果
の
内
容
を
顕
す
も
の
で
あ
る
。

「
西
方
寂
滅
無
為
の
楽
に
は
、
畢
寛
迫
遥
し
て
有
無
を
離
れ
た
り
。
」
(『註
釈
版
聖
典
』
三

一
二
頁
)

と
、
煩
悩
を
滅
し
た
何
も
の
に
も
と
ら
わ
れ
な
い
さ
と
り
の
世
界
を
示
し
、

「
大
悲
、
心
に
薫
じ
て
法
界
に
遊
ぶ
。
分
身
し
て
物
を
利
す
る
こ
と
、
等
し
く
し
て
殊
な
る
こ
と
な
し
。」

と
、
さ
と
り
を
開
く
と
い
う
こ
と
は
、
衆
生
救
済
の
は
た
ら
き
を
す
る
こ
と
で
あ
る
こ
と
を
明
か
す
。
そ
し
て
、

「帰
去
来
、
魔
郷
に
は
停
ま
る
べ
か
ら
ず
。
(中
略
)
か
の
浬
葉
の
城
に
入
ら
ん
」

と
、
こ
の
魔
郷
を
捨
て
て
、
浄
土
に
往
生
す
べ
き
こ
と
を
勧
め
て
い
る
。
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(3
)
四
法
結
釈

　
そ
し
て
、
「四
法
結
釈
」
と
呼
ば
れ
る
御
自
釈
が
続
く
。

「
そ
れ
真
宗

の
教
行
信
証
を
案
ず
れ
ば
、
如
来

の
大
悲
回
向
の
利
益
な
り
。
ゆ
ゑ
に
、
も
し
は
因
、
も
し
は
果
、

一
事
と
し
て
阿
弥
陀

如
来
の
清
浄
願
心
の
回
向
成
就
し
た
ま

へ
る
と
こ
ろ
に
あ
ら
ざ
る
こ
と
あ
る
こ
と
な
し
。
因
、
浄
な
る
が
ゆ
ゑ
に
果
ま
た
浄
な
り
。
知

る

べ
し
と
な
り
。
」
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こ
れ
は
、真
実
証
の
結
文
で
あ
る
と
同
時
に
、
『教
行
信
証
』
の
四
法
全
体

(往
相
回
向
全
体
)
の
結
文
で
も
あ
る
。
「
教
巻
」
の
冒
頭
に
、

「謹
ん
で
浄
土
真
宗
を
案
ず
る
に
、
二
種
の
回
向
あ
り
。

一
つ
に
は
往
相
、
二
つ
に
は
還
相
な
り
。
往
相
の
回
向
に

つ
い
て
真
実
の
教

行
信
証
あ
り
。」
(『註
釈
版
聖
典
』

=
二
五
頁
)

と
あ
る
も
の
を
受
け
た
も
の
で
あ
る
。

つ
ま
り
、
真
実

の
教
行
信
証
の
す
べ
て
が
、
阿
弥
陀
如
来
の
回
向
で
あ
る
こ
と
を
示
し
、
結
び

と
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

　

以
上
で
、
往
相
回
向
に
つ
い
て
述
べ
終
わ

っ
た
わ
け
で
あ
る
が
、
真
実
の
証
の
内
容
と
し
て
、
次
の
還
相
回
向
が
語
ら
れ
る
の
で
あ

る
。
真
実
の
証
と
は
、
浄
土
に
往
生
し
て
仏
と
成

っ
て
終
わ
り
で
は
な
く
、
こ
の
世
に
還

っ
て
来
て
、
衆
生
救
済
の
は
た
ら
き
を
す
る

身

に
成
る
と

い
う
こ
と
な
の
で
あ
る
。
こ
の
往
相
も
還
相
も
、
阿
弥
陀
如
来
の
本
願
力
の
な
さ
し
め
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
往
相
回
向
は

還
相
回
向

へ
と
必
然
的
に
展
開
す
る
と

い
う
こ
と
を
、
『正
像
末
和
讃
』
で
は
、

「南
無
阿
弥
陀
仏
の
回
向

の
　
恩
徳
広
大
不
思
議
に
て

　
往
相
回
向
の
利
益
に
は
　
還
相
回
向
に
回
入
せ
り
」
(『註
釈
版
聖
典
』
六
〇
九
頁
)

と
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

　
大
乗
仏
教
に
お
け
る
真

の
目
的
は
、

一
切
衆
生
の
救
済
で
あ
る
。
自
分
が
仏
に
成
る
と
い
う
こ
と
は
、

一
切
衆
生
を
救
済
す
る
こ
と

の
で
き
る
身
と
な
る
こ
と
な
の
で
あ
る
。
親
驚
に
と

っ
て
、
浄
土
に
往
生
す
る
こ
と
は
成
仏
の
為
で
あ
り
、
そ
れ
は
同
時
に
衆
生
救
済

の
為
で
あ

っ
た
。
故
に
、
浄
土
真
宗
を
大
乗
至
極
の
仏
教
と
言
う
の
で
あ
る
。

　
尚
、
往
相
回
向

・還
相
回
向
と
い
う
言
葉

の
使

い
方
に
つ
い
て
で
あ
る
が
、
曇
驚
の
場
合
、
往
相
回
向
と
は
、
五
念
門
中
の
回
向
門
、

す
な
わ
ち
、
自
ら
の
修
行
に
よ
っ
て
体
得
し
た
功
徳
を
、

一
切
の
衆
生
に
回
向
し
て
、
自
他
共
に
浄
土
に
往
生
し
よ
う
と
す
る
こ
と
で

あ

る
。
そ
し
て
、
還
相
回
向
と
は
、
五
功
徳
門
中
の
園
林
遊
戯
地
門
の
こ
と
で
、
浄
土
に
往
生
し
た
後
、

一
切
の
衆
生
を
救
済
す
る
と

15



い
う
こ
と
で
あ
る
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
回
向
の
主
体
は
、
浄
土
願
生
者
で
あ
る
。
そ
れ
に
対
し
て
親
驚
は
、
回
向
の
主
体
を
、
浄
土
願

生
者
か
ら
弥
陀

へ
転
換
し
た
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
衆
生

の
往
相
も
還
相
も
、
弥
陀
の
本
願
力
回
向
に
よ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
さ
れ

る
の
で
あ
る
。
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2
.
還
相
の
悲
用

(1
)
還
相
回
向
を
顕
す

　
続
く
御
自
釈
以
下
で
、
還
相
回
向
に
つ
い
て
顕
ら
か
に
し
て
い
る
。
ま
ず
御
自
釈
に
、

「
二
つ
に
還
相

の
回
向
と

い
ふ
は
、
す
な
は
ち
こ
れ
利
他
教
化
地
の
益
な
り
。
す
な
は
ち
こ
れ
必
至
補
処
の
願

(第

二
十
二
願
)
よ
り

出

で
た
り
。
ま
た

一
生
補
処

の
願
と
名
つ
く
。
ま
た
還
相
回
向

の
願
と
名
つ
く
べ
き
な
り
。
『註
論
』
(論
註
)
に
顕

れ
た
り
。
ゆ
ゑ
に

願
文
を
出
さ
ず
。

『論
の
註
』
を
披
く
べ
し
。」
(
『註
釈
版
聖
典
』
三

=
二
頁
)

と
あ
る
。

　
往
相
と
は
、
「往
生
浄
土
の
相
状
」
の
意
味
で
あ
る
の
に
対
し
、
還
相
と
は
、
「還
来
稼
国
の
相
状
」
の
意
味
で
あ

る
。

つ
ま
り
、
還

相
と
は

「浄
土
に
往
生
し
た
後
、
(衆
生
救
済
の
為
に
、
)
こ
の
世

(稼
国
)
に
還

っ
て
く
る
あ
り
さ
ま
」
と

い
う
意
味
で
あ
る
。
そ
し

て
、
そ
れ
が
、
阿
弥
陀
仏
の
本
願
力
に
よ
る
と

い
う
こ
と
を
回
向
と
い
う
言
葉
で
表
し
て
い
る
。

　

「利
他
教
化
地
の
益
」
の

「利
他
」
と
は
、
自
利
に
対
す
る
利
益
他

(他
を
利
益
す
る
)
の
意
味
で
あ
り
、
「教
化
地
」
と
は
、
衆

生
摂
化
の
地
位

の
こ
と
で
あ
る
。

つ
ま
り
、
浄
土
に
往
生
し
成
仏
し
た
者
は
、
臓
土
に
還

っ
て
来
て
衆
生
を
救
済
す
る
と
い
う
は
た
ら

き
を
す
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
但
し
、
還
相
を
可
能
な
ら
し
め
る
の
は
、
阿
弥
陀
仏
の
本
願
力
で
あ
る
こ
と
を
考
え
れ
ば
、
「利
他
」
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の
根
源
に
、
他
力
の
意
が
含
ま
れ
て
い
る
と
言

っ
て
も
よ
い
で
あ
ろ
う
。

　

還
相
が
阿
弥
陀
仏
の
本
願
力
回
向
に
よ
る
こ
と
を
明
確
に
示
し
た
も
の
が
、
次
の

「す
な
は
ち
こ
れ
必
至
補
処
の
願

(
二
十
二
願
)
よ
り
出
で
た
り
。
ま
た

一
生
補
処
の
願
と
名
つ
く
。
ま
た
還
相
回
向
の
願
と
名
つ
く

べ
き
な
り
。
」

と

い
う
言
葉
で
あ
る
。
「必
至
補
処
の
願
」
と

コ

生
補
処
の
願
」
と

い
う
願
名
は
、
魏
訳
の

『大
経
』
の
第
二
十

二
願
文

(「究
寛
必

至
　

一
生
補
処
」
)
か
ら
取

っ
た
名

(文
名
)
で
あ
り
、
「還
相
回
向

の
願
」
と

い
う
願
名
は
、
法
義
か
ら
立
て
ら
れ
た
名

(義
名
)
で

あ
る
。

　
第
二
十
二
願
文
は
、
次
に
直
接
引
用
せ
ず
、

「
『註
論
』
(論
註
)
に
顕
れ
た
り
。
ゆ
ゑ
に
願
文
を
出
さ
ず
。
『論
の
註
』
を
披
く
べ
し
。
」

と
、
後
の

『論
註
』
の
引
文
の
中
で
の
引
用
と
な

っ
て
い
る
。

　

第
二
十
二
願
文
の
原
文
を
漢
文
で
挙
げ
る
と
、

「設
我
得
仏
　
他
方
仏
土
　
諸
菩
薩
衆
　
来
生
我
国
　
究
寛
必
至
　

一
生
補
処
　
除
其
本
願
　
自
在
所
化
　
為
衆
生
故
　
被
弘
誓
鎧

積
累
徳
本
　
度
脱

一
切
　
遊
諸
仏
国
　
修
菩
薩
行
　
供
養
十
方

諸
仏
如
来
　
開
化
恒
砂

無
量
衆
生
　
使
立
無
上
正
真
之
道
　
超
出

常
倫
　
諸
地
之
行
　
現
前
修
習
　
普
賢
之
徳

若
不
爾
者
　
不
取
正
覚
」
(『原
典
版
聖
典
』

二
三
頁
)

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ハま
ア　

で
あ
る
が
、
曇
鶯
や
親
驚

の
読
み
方
は
通
常
と
は
違
う
。
ま
ず
、
そ
れ
を
挙
げ
れ
ば
、
次
の
よ
う
に
な
る
。

①

通
常
の
読
み
方

(
一
生
補
処
に
至
ら
し
め
る
こ
と
を
誓

っ
た
願
)

〈た
と
ひ
わ
れ
仏
を
得
た
ら
ん
に
、
他
方
仏
土
の
も
ろ
も
ろ
の
菩
薩
衆
、
わ
が
国
に
来
生
せ
ば
、
究
寛
し
て
か
な
ら
ず

一
生
補
処
に
至

ら
し
め
ん
。
そ
の
本
願
あ
り
て
、
自
在
に
化
せ
ん
と
す
る
所

の
衆
生
の
為
の
ゆ
ゑ
に
、
弘
誓

の
鎧
を
被
て
徳
本
を
積
累
し
、

一
切
を
度

、
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脱
し
、
諸
仏
の
国
に
遊
び
て
、
菩
薩
の
行
を
修
し
、
十
方
の
諸
仏
如
来
を
供
養
し
、
恒
沙
無
量
の
衆
生
を
開
化
し
て
無
上
正
真
の
道
を

立
せ
し
め
、
常
倫
に
超
出
し
て
諸
地
の
行
現
前
し
、
普
賢
の
徳
を
修
習
せ
ん
も
の
を
除
く
。
若
し
し
か
ら
ず
は
正
覚
を
取
ら
じ
〉

②
曇
驚
の
読
み
方

(常
倫
を
超
え
て

一
生
補
処
に
至
ら
し
め
る
こ
と
を
誓

っ
た
願
)

〈た
と
ひ
わ
れ
仏
を
得
た
ら
ん
に
、
他
方
仏
土
の
も
ろ
も
ろ
の
菩
薩
衆
、
わ
が
国
に
来
生
せ
ば
、
究
寛
し
て
か
な
ら
ず

一
生
補
処
に
至

ら

ん
。
そ
の
本
願
あ
り
て
、
自
在
に
所
化

の
衆
生
の
為
の
ゆ
ゑ
に
、
弘
誓
の
鎧
を
被
て
徳
本
を
積
累
し
、

一
切
を
度
脱
し
、
諸
仏
の
国

に
遊
び
て
、
菩
薩
の
行
を
修
し
、
十
方

の
諸
仏
如
来
を
供
養
し
、
恒
沙
無
量

の
衆
生
を
開
化
し
て
無
上
正
真

の
道
を
立
せ
し
め
ん
を
ば

除
く
。
常
倫
諸
地
の
行
を
超
出
し
、
現
前
に
普
賢
の
徳
を
修
習
せ
ん
。
若
し
し
か
ら
ず
は
正
覚
を
取
ら
じ
〉

③
親
驚

の
読
み
方

(還
相
回
向
を
誓

っ
た
願
)

〈た
と
ひ
わ
れ
仏
を
得
た
ら
ん
に
、
他
方
仏
土
の
も
ろ
も
ろ
の
菩
薩
衆
、
わ
が
国
に
来
生
し
て
究
寛
じ
て
か
な
ら
ず

一
生
補
処
に
至
ら

ん
。
そ
の
本
願
の
自
在
の
所
化
、
衆
生

の
た
め
の
ゆ
ゑ
に
、
弘
誓
の
鎧
を
被
て
徳
本
を
積
累
し
、

一
切
を
度
脱
せ
し
め
、
諸
仏
の
国
に

遊
び
て
、
菩
薩
の
行
を
修
し
、
十
方
の
諸
仏
如
来
を
供
養
し
、
恒
沙
無
量
の
衆
生
を
開
化
し
て
無
上
正
真

の
道
を
立
せ
し
め
ん
を
ば
除
く
。

常
倫
に
超
出
し
、
諸
地
の
行
現
前
し
、
普
賢
の
徳
を
修
習
せ
ん
。
も
し
し
か
ら
ず
は
正
覚
を
取
ら
じ
〉
(『註
釈
版
聖
典
』
三

=
ハ
頁
)

　

通
常
の
読
み
に
従
え
ば
、
「他
方
仏
土
の
も
ろ
も
ろ
の
菩
薩
た
ち
が
、
浄
土
に
生
ま
れ
て
来
た
ら
、
最
終
的
に
は
、
必
ず

一
生
補
処

の
位
に
至
ら
せ
よ
う
。」
と

い
う
こ
と
を
誓

っ
た
願
で
あ
る
。
「
除
其
本
願
」
以
下
は
、
そ
の
除
外
例
を
示
す
も
の
と
な

っ
て
い
る
。
つ

ま
り
、
そ
の
菩
薩
が
浄
土
に
生
ま
れ
る
前
に
持

っ
て
い
た
、
利
他
の
は
た
ら
き
を
し
た
い
と
い
う
願

い

(こ
こ
で
は

こ
れ
を
本
願
と
言

う
)
に
従

っ
て
活
動
す
る
場
合
は
除
く
と
言
う
の
で
あ
る
。
ち
な
み
に
、

一
生
補
処
の
位
に
つ
い
た
菩
薩
が
成
仏
す
る
の
は
何
処
か
と

言
え
ば
、
他
方
の
仏
土
に
還

っ
て
か
ら
で
あ
る
と
受
け
取
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

　
そ
し
て
、
「常
倫
に
超
出
し
て
諸
地
の
行
現
前
し
、
普
賢
の
徳
を
修
習
せ
ん
も
の
を
除
く
。」
の
部
分
は
、
除
外
例
と
さ
れ
た
菩
薩
が
、
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衆
生
を
教
化
す
る
上
で
、
菩
薩
の
通
常
の
階
位
を
超
え
て
、
普
賢
菩
薩

の
よ
う
な
至
極
の
救
済
活
動
を
な
す
こ
と
を
表
し
て
い
る
。

　

以
上
、
通
常
の
読
み
に
従
え
ば
、
第
二
十
二
願
は
、
「浄
土
に
往
生
し
た
者
の

一
生
補
処
を
誓

っ
た
願
」
で
あ
り
、
稼
土
に
還

っ
て

衆
生
を
救
済
す
る
と
い
う
こ
と
は
、
他
方
仏
土
の
菩
薩

(願
生
者
)
が
起
こ
し
て
い
た
願
い
で
あ

っ
て
、
阿
弥
陀
仏
が
還
相
回
向
を
誓

わ

れ
た
願
と
は
言
え
な
い
の
で
あ
る
。

　
次
に
曇
鶯
は
、
「常
倫
を
超
え

て

一
生
補
処
に
至
ら
し
め
る
こ
と
を
誓

っ
た
願
」
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
。
「常
倫
諸
地

の
行
を
超
出

し
、
現
前
に
普
賢
の
徳
を
修
習
せ
ん
。
」
の
部
分
を
、
除
外
例
と
し
て
示
し
た
菩
薩
に
関
す
る
内
容
で
は
な
く
、

一
生
補
処
の
位
に
至

ら
し
め
る
菩
薩
に
関
す
る
内
容
で
あ
る
と
す
る
の
で
あ
る
。

つ
ま
り
、
浄
土
に
往
生
し
た
者
が
、

つ
き
な
み

(常
倫
)
に

一
地
か
ら
二

地
、
二
地
か
ら
三
地
と
位
が
上
が
っ
て
い
く
の
で
は
な
く
、
速
や
か
に

一
生
補
処
の
位
に
至
ら
し
め
ら
れ
、
普
賢
菩
薩

の
よ
う
な
至
極

の
救
済
活
動
を
な
す
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
こ
の

「速
や
か
」
の
根
拠
が
、
弥
陀
の
本
願
に
あ
る
と
す
る
の
で
あ
る
。

こ
の
こ
と
は
、
『論

註
』
の
三
願
的
証
の
と
こ
ろ
で
第
二
十
二
願
を
引
用
し
、

「仏
願
力
に
よ
る
が
ゆ
ゑ
に
、
常
倫
諸
地
の
行
を
超
出
し
、
現
前
に
普
賢
の
徳
を
修
習
せ
ん
。
常
倫
諸
地
の
行
を
超
出
す
る
を
も

つ
て

の
ゆ
ゑ
に
、
ゆ
ゑ
に
速
や
か
な
る
こ
と
を
得
る
三
の
証
な
り
。」
(『註
釈
版
聖
典
七
祖
篇
』

一
五
七
頁
)

と
あ
る
こ
と
か
ら
わ
か
る
。
ち
な
み
に
、
曇
驚

の
言
う

一
生
補
処
と
は
、
当
然
、
衆
生
が
仏
に
向
か
う
と
い
う
従
因
至
果
の

一
生
補
処

で
あ
る
。

　

以
上
、
曇
驚
に
お
い
て
、
第

二
十
二
願
は
、
「常
倫
を
超
え
て

一
生
補
処
に
至
ら
し
め
る
こ
と
を
誓

っ
た
願
」
で
あ
り
、
稼
土
に
還

っ

て
衆
生
を
救
済
す
る
と

い
う
こ
と
は
、
従
因
至
果

の
一
生
補
処
の
菩
薩
の
は
た
ら
き
で
あ

っ
て
、
親
驚

の
理
解
と
異

な
る
と
言
わ
ね
ば

な
ら
な
い
。

親
驚
は
、
こ
の
第
二
十
二
願
を

「還
相
回
向
の
願
」
と
呼
ん
で
い
る
。
第
二
十
二
願
は
、
三
段
に
分
け
ら
れ
る
が
、

一
段
目

「
一
生
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補
処
に
至
ら
し
め
る
」
と
誓
わ
れ
た
部
分
は
、
往
相
、
す
な
わ
ち
従
因
至
果
の
菩
薩
で
は
な
く
、
還
相
、
す
な
わ
ち
従
果
降
因
の
菩
薩

で
あ
る
と
受
け
取
ら
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
浄
土
に
往
生
し
た
者
が
、
成
仏
し
た
後
、
従
果
降
因
し
て

一
生
補
処
の
菩
薩
と
な
る
こ
と

を
誓

っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
還
相
の
菩
薩
の
浄
土
に
お
け
る
位
相

(本
国
位
相
)
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
。

　

二
段
目

「除
其
本
願
」
以
下
の
除
外
例
は
、
従
果
降
因
し
た
還
相
の
菩
薩
が
衆
生
を
救
済

(他
方
摂
化
)
す
る
す
が
た
を
顕
し
た
も

の
で
あ
る
。
こ
こ
の

「
そ
の
本
願
」
と
は
、
阿
弥
陀
仏

の
本
願

(第
二
十
二
願
)
を
指
し
て
お
り
、
本
願
の
は
た
ら
き
に
よ
っ
て
、
衆

生
救
済
が
可
能
な
ら
し
め
る
と
示
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

三
段
目

「常
倫
に
超
出
し
、
諸
地
の
行
現
前
し
、
普
賢
の
徳
を
修
習
せ
ん
。」
等
の
文
は
、
「本
国
位
相
」
も

「他
方
摂
化
」
も
、
従

果
降
因
の
示
現
の
相
で
あ
る
の
で
、
常
並

の
菩
薩
の
階
位
を
超
え
て
機
縁
に
応
じ
て
自
在
に
姿
を
変
え
て
、
教
化
が
な
さ
れ
る
こ
と
を

示
す
も
の
で
あ
る
。

　

『浄
土
和
讃
』
に
は
、

「安
楽
無
量
の
大
菩
薩
　

一
生
補
処
に
い
た
る
な
り

　
普
賢
の
徳
に
帰
し
て
こ
そ
　
機
国
に
か
な
ら
ず
化
す
る
な
れ
」
(『親
驚
聖
人
真
蹟
集
成
　
三
』
三
三
頁
)

と
あ
り
、
「普
賢
の
徳
」
の
左
訓
に
、

「わ
れ
ら
衆
生
、
極
楽
に
ま
ゐ
り
な
ば
、
大
慈
大
悲
を
お
こ
し
て
、
十
方
に
至
り
て
衆
生
を
利
益
す
る
な
り
。
仏
の
至
極
の
慈
悲
を
普

賢

と
ま
う
す
な
り
」

と
あ
る
。
こ
れ
ら
に
よ
る
と
、
浄
土
に
往
生
し
た
も
の
は
、

一
生
補
処
の
位
に
至
り
、
普
賢

の
徳
に
従

っ
て
、
衆
生
を
救
済
す
る
の
で

あ

る
が
、
こ
の
普
賢

の
徳
こ
そ
、
仏
の
至
極
の
慈
悲
だ
と
い
う
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
親
驚
に
お
い
て
還
相
と
は
、
仏
に
な

っ
た
も
の

が
行
う
至
極
の
慈
悲
の
活
動
な
の
で
あ
る
。
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以
上
、
親
驚
に
お
け
る
還
相
の
活
動
は
、
浄
土
に
往
生
し
た
者
が
成
仏
し
た
後
、
従
果
降
因
し
て
菩
薩
の
位
に
お

い
て
こ
れ
を
な
す

の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
そ
れ
を
可
能
な
ら
し
め
て
い
る
の
が
、
本
願
の
は
た
ら
き
で
あ
る
と
す
る
の
で
あ
る
。

　
御
自
釈
に
続

い
て
、
釈
の
引
文
で
あ
る
が
、
『浄
土
論
』

一
文
、

『論
註
』
十

一
文
が
引
用
さ
れ
て
い
る
。
す
べ
て
還
相
回
向
を
明
か

す
引
文
で
あ
る
が
、
そ
の
考
察
は
、
別
の
機
会
に
譲
り
た
い
と
思
う
。

3
.
往
還
結
釈

『教行信証』の研究 一 「証巻」を中心として一

　
最
後
に
、

「
し
か
れ
ば
大
聖

(釈
尊
)
の
真
言
、
ま
こ
と
に
知
ん
ぬ
、
大
浬
葉
を
証
す
る
こ
と
は
願
力

の
回
向
に
よ
り
て
な
り
。
還
相

の
利
益
は

利
他
の
正
意
を
顕
す
な
り
。
(以
下
省
略
)」

(『註
釈
版
聖
典
』
三
三
五
頁
)

と
、
「証
巻
」
を
結
ん
で
い
る
。
こ
の
文
章
は
、
「証
巻
」
の
結
論
で
あ
り
、
往
相
回
向
と
還
相
回
向
を
総
括
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
大

浬
葉
を
証
す
る
こ
と
が
本
願
力
の
回
向
に
よ
る
と

い
う
こ
と
は
、
同
時
に
還
相
の
は
た
ら
き
も
本
願
力
の
回
向
に
よ
る
こ
と
を
表
す
。

な
ぜ
な
ら
、
大
浬
葉

(大
乗
の
浬
葉
)
は
、
自
利
の
み
で
完
成
す
る
も
の
で
は
な
く
、
利
他
に
よ
っ
て
完
成
す
る
も

の
で
あ
り
、
往
相

は
必
然
的
に
還
相

へ
と
展
開
す
る
か
ら
で
あ
る
。

　

ま
た
、
「利
他
の
正
意
」
の

「利
他
」
と
は
、
阿
弥
陀
仏
の
利
他

(本
願
力
)
で
あ
る
と
同
時
に
、
往
生
者

の
利
他

で
あ
る
。
つ
ま
り
、

稼
土
に
還

っ
て
衆
生
を
救
済
す
る
と
い
う
事
が
、
阿
弥
陀
仏
の
本
意
で
あ
る
と
同
時
に
、
阿
弥
陀
仏
に
救
わ
れ
た
往
生
者
の
本
意
で
も

あ
る
の
で
あ
る
。
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お
わ
り

に

　

親
驚
は
、
阿
弥
陀
仏
よ
り
回
向
さ
れ
た
真
実
の
行
信
に
よ
っ
て
、
現
生
で
は
、
正
定
聚
の
位

(現
生
正
定
聚
)
に

つ
き
、
当
来
に
は
、

浄
土
に
往
生
す
る
と
同
時
に
、
必
ず
滅
度
に
至
る

(往
生
即
成
仏
・必
至
滅
度
)
と
い
う
こ
と
を
明
ら
か
に
さ
れ
た
。
そ
の
滅
度
と
は
、

無
上
浬
藥

・
大
浬
藥

の
こ
と
で
あ

っ
て
、
自
ら
の
さ
と
り
の
完
成
で
終
わ
る
の
で
は
な
く
、
他
を
救
済
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
完
成
す
る

自
利
利
他
円
満

の
世
界
、
無
住
処
浬
榮

(「智
慧
あ
る
が
故
に
生
死
に
住
せ
ず
、
慈
悲
あ
る
が
故
に
浬
樂
に
住
せ
ず
」)

の
こ
と
で
あ
る
。

こ
こ
に
、「証
巻
」
に
お

い
て
、往
相
の
証
果
を
明
か
す

一
段
の
あ
と
に
、還
相
の
悲
用
が
説
か
れ
る
必
然
的
理
由
が
あ

る
。
更
に
言
え
ば
、

往
相
の
証
果
が
還
相

の
悲
用

へ
と
展
開
す
る
と
言
う
よ
り
、
往
相
の
証
果
の
内
容
そ
の
も
の
が
還
相
の
悲
用
だ
と
言

っ
た
方
が
よ
い
で

あ

ろ
う
。
つ
ま
り
、
浄
土
に
往
生
し
て
仏
に
成
る
と

い
う
こ
と
は
、
万
人
を
救
う
こ
と
の
で
き
る
身
に
な
る
と
い
う

こ
と
な
の
で
あ
る
。

　

そ
し
て
、真
実
の
証

(無
上
浬
葉
)
に
必
ず
至
ら
し
め
る
こ
と
を
誓

っ
て
い
る
第
十

一
願

「必
至
滅
度
の
願
」
を
標
挙
と
し
て
挙
げ
、

更

に
、
還
相
の
悲
用
を
明
か
す

一
段
に
お
い
て
、
無
上
浬
葉
の
内
実
と
も
言
え
る
還
相

の
は
た
ら
き
を
誓

っ
て
い
る
第
二
十
二
願

「還

相
回
向
の
願
」
を
挙
げ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
真
実

の
証
は
、
阿
弥
陀
仏
の
本
願
力
に
よ

っ
て
与
え
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か

と
な
る
。

　

つ
ま
り
、
真
実
の
証
と
は
、
還
相
の
悲
用
を
内
容
と
す
る
無
上
浬
葉

の
こ
と
で
あ
り
、
そ
れ
は
、
自
ら
の
力
で
体
得
す
る
も
の
で

は
な
く
、
阿
弥
陀
仏
の
本
願
力
に
よ
っ
て
与
え
ら
れ
た
優
れ
た
境
地
な
の
で
あ
る
。
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註
(註
1
)

(註

2
)

(註

3
)

(註

4
)

正
定
聚
と
は
、
必
ず
仏
に
成
る
こ
と
が
決
定
し

て
い
る
な
か
ま

(成
仏
決
定
)
と

い
う
意
味

で
あ
る
が
、
他
力
念
仏
に
よ
る
往
生
は
、
往
生
即
成

仏
で
あ
る
の
で
、
親
鶯
は
、
正
定
聚
を
、
必
ず
浄
土
に
往
生
す
る
こ
と
が
決
定
し
て
い
る
な
か
ま

(往
生
決
定
)
と

い
う
意
味
で
使
わ
れ
る
こ
と

も
あ
る
。

『
一
念
多
念
証
文
』

(
『原
典
版
聖
典
』
七
八

一
頁
)
で
は
、

『大
経
』
第
十

一
願
成
就
文
を
解
釈
す
る
と
こ
ろ
で
、
「
正
定

の
聚
に
住
す
」

の
左
訓
に

「
か
な
ら
ず
仏
に
な
る
べ
き
身
と
な
れ
る
と
な
り
」
(成
仏
決
定
)
と
あ
り
、
同
じ
く

『
一
念
多
念
証
文
』
(
『原
典
版
聖
典
』
七

八
〇
頁
)

で
は
、
即
得
往
生
を
解
釈
す

る
と
こ
ろ
で
、
「
正
定
聚
」

の
左
訓
に

「往
生
す

べ
き
身
と
さ
だ
ま
る
な
り
」

(往
生
決
定
)
と
あ
る
。

「
信
巻
」
「現
生
十
益
」

に
、
「金
剛

の
真

心
を
獲
得
す
れ
ば
、
横
に
五
趣
八
難
の
道
を
超
え
、
か
な
ら
ず
現
生
に
十
種

の
益
を
獲
。
な
に
も

の
か

十
と
す
る
。

(中
略
)
十
に
は
正
定
聚
に
入
る
益
な
り
。
」

(『註
釈
版
聖
典
』
二
五

一
頁
)
と
あ
る
。

他
力
回
向
の
行
信
を
以

て
証
入
す
る
真
実
証
な
る
が
故
に
こ
そ
、
利
他
円
満
之
妙
位
と
誇
示
さ
れ
る
の
で
あ
る
、
と

一
往
の
決
定
を
し
た
そ
の
上

の
再
往

の
義
と
し
て
、
そ
の
妙
果
が
究
寛

の
極
証
な
る
が
故

に
、
必
然
的
当
為
と
し
て
二
利
双
意

で
あ
る
旨
を
示
す
為
に
、
還
相
の
釈
義
が
、

こ

と
更
に
、

こ
の

『証
巻
』

で
強
調
さ
れ
て
あ
る
事
実

に
根
拠
し

て
、
こ
の
利
他
を
、
往
生
人

の
果
後

の
化
他

(還
相
摂
化
の
悲
用
)
を
顕
は
す
釈

義
、
と
拝
窺
す
る
事
は
必
ず
し
も
不
当
で
あ
る
と
は
云
え
ぬ
。

(加
藤
仏
眼

『教
行
信
証
竪
徹
』

一
九
入
頁
)

梯
實
圓
氏
は
、
親
鶯

が
往
生
す
る
こ
と
が
成
仏
す

る
こ
と

で
あ
る

(往
生
即
成
仏
)
と
言
わ
れ
た
理
由
と
し
て
、
真
実
報
土
は
無
上
浬
葉

で
あ
り

大
浬
繋

の
境
界

で
あ

っ
て
、
阿
弥
陀
仏
の
悟
り
の
領
域
で
あ
る
と
み
ら
れ
て
い
た
こ
と

の
他
に
、
正
定
聚
を
現
生

の
益
と

み
な
し
、
し
か
も
そ
れ

を
弥
勒
菩
薩
と
同
じ

一
生
補
処
の
位
で
あ

る
と
言
わ
れ
た
こ
と
を
挙
げ

て
い
る
。

　
正
定
聚
を
現
生
の
利
益
と

み
ら
れ
て
い
た
こ
と
は
、

「証
巻
」

に

「し
か
る
に
煩
悩
成
就

の
凡
夫
、
生
死
罪
濁
の
群
萌
、
往
相
回
向

の
心
行
を
獲
れ
ば
、
即
の
と
き
に
大
乗
正
定
聚
の
数
に
入
る
な
り
。
正
定
聚

に

住
す

る
が
ゆ
ゑ
に
、
か
な
ら
ず
滅
度
に
至
る
。
」
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(註

5
)

(註

6
)

(註

7
)

と
あ
る
こ
と
よ
り
明
ら
か
で
あ
る
。
煩
悩
具
足

の
凡
夫
が
、
往
相
回
向

の
心
行

(信
行
)
を
獲
れ
ば
、
即
座
に
大
乗
正
定
聚

の
位
に
住
せ
し
め
ら

れ
、
必
ず
滅
度
の
悟
り
を
得
る
こ
と
が
で
き

る
の
で
あ
る
。
更
に
親
鶯
は
、
こ
の
正
定
聚
を
弥
勒
と
同
じ
等
覚

の
位
、

一
生
補
処
の
位

で
あ
る
と

す
る
。

『正
像
末
和
讃
』

に
、

「
真
実
信

心
う
る
ゆ
ゑ
に
　
す
な
は
ち
定
聚

に
い
り
ぬ
れ
ば

補
処
の
弥
勒
に
お
な
じ
く

て
　
無
上
覚
を
さ
と
る
な
り
」

(『註
釈
版
聖
典
』

六
〇
五
頁
)

と
言
わ
れ

て
い
る
。
補
処
と
は
、
仏
陀
の
座
処
を
補
う
と

い
う
こ
と

で
、
仏
陀
に
な
る
こ
と
で
あ
る
。

つ
ま
り
、

一
生
補
処
と
は
、
今

の

一
生
が

終
る
と
、
次
の
生

に
お

い
て
仏
陀

の
位
に

つ
く
こ
と
が
定
ま

っ
て

い
る
位
と

い
う
こ
と

で
あ
り
、
弥
勒
菩
薩
が
そ
の
典
型
で
あ
る
。
そ
し
て
、
念

仏
の
衆
生
は

「す
な
わ
ち
弥
勒
と
同
じ

(便
同
弥
勒
)
」
で
あ
る
と
言
わ
れ
る
の
で
あ

っ
た
。
「信
巻
」
に
、

「
ま
こ
と

に
知
ん
ぬ
、
弥
勒
大
士
は
等
覚

の
金
剛
心
を
窮
む
る
が
ゆ
ゑ
に
、
竜
華
三
会

の
暁
、
ま
さ
に
無
上
覚
位
を
極
む
べ
し
。
念
仏
の
衆
生
は

横
超

の
金
剛
心
を
窮
む
る
が
ゆ
ゑ
に
、
臨
終

一
念

の
夕
べ
、
大
般
浬
繋
を
超
証
す
。
ゆ
ゑ
に
便
同
と

い
ふ
な
り
。
」

(
『註
釈
版
聖
典
』
二
六
四
頁
)

と
あ
る
。
念
仏

の
衆
生

は
、
如
来
よ
り
信
心
を
与
え
ら
れ
、
そ

の
信
心
は
如
来

の
智
慧
と
慈
悲
を
そ

の
体
と
し
て

い
る
の
で
、
臨
終

一
念

の
夕

べ
、
大
般
浬
樂
を
得
る

の
で
あ

る
。
こ
れ
が
往
生
即
成
仏
を
語
る
も
う

一
つ
の
理
由
で
あ
る
。

(梯
實
園

『教
行
信
証

の
宗
教
構
造
』

三
六
八
～

三
七

一
頁
参
照
)

普
賢
晃
寿

『顕
浄
土
真
実
証
文
類
講
讃
』

四
四
～
四
五
頁
参
照

「
利
他
」

の
言
は
、
往
生
人
の
果

(自
利
)
後

の
利
他
化
他
を
意
味
す
る
こ
と
、
を
以
て
そ
の
当
分
と
す
る
が
、

そ
の
本
源
が
勿
論
、
如
来

の
妙

願
力
に
あ
る
が
故
を
も

っ
て
帰
本
す
れ
ば
亦
、
本
願
力

・
他
力
、

の

「
利
他
」

で
あ
る
べ
き
は
、
理
の
必
然
で
あ
る
。

(加
藤
仏
眼

『教
行
信
証

竪
徹
』

二

一
二
頁
)

読

み
方
は
、
梯
實
圓

『教
行
信
証
の
宗
教
構
造
』
三
八
四
～
三
八
七
頁
参
照
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